






















































An Attempt to Solve Social Issues Using Dance －Development of Disaster Prevention Dance Material "Bosai 
PiPit! Dance"－
Haruko SAKO and Risako YOSHIMURA*
Division of Life, Health, and Sports Education, Graduate School of Education, Okayama University, 3-1-1 Tsushima- naka, 
Kita-ku, Okayama 700-8530
*Part-Time Lecturer, Liberal Arts Education, Okayama University, 1-1-1 Tsushima-naka, Kitaku, Okayama 700-8530
野邊　政雄
− 68 −
Family Matters, no.29, 7-13.
倉沢進 , 1971, 「市民とコミュニティ」柴田徳衛・石
原舜介編　『現代都市学シリーズ (1)都市と市民』
日本放送出版協会 , 105-41.
Larmour, Constance, 1975, “Women's Wages and 
the WEB,” Labour History: A Journal of Labour 
and Social History, 29(1): 47-58.
McDonald, Peter, 1984, "Can the Family Survive?" 
Discussion paper no.11, Australian Institute of 
Family Studies.
McDonald, Peter, 1995, "Australian Families: 
Values and Behaviour," Robyn Hartley ed., 
Families and Cultural Diversity in Australia, St 
Leonards: Allen and Unwin, 25-47.
野邊政雄 , 1996, 『キャンベラの社会学的研究』行路
社 .
Spearritt, 1994, “I Shop, therefore I Am,” In Louise 
C. Johnson (ed.), Suburban Dreaming: An 
Interdisciplinary Approach to Australia Cities, 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・Masahiro Shoji，Yoko Takafuji，Tetsuya Harada
（2020）Behavioral impact of disaster education: 
Evidence from a dance-based program in 
































・Miller, A.(1963) Verbal satiation and the role of 
concurrent activity. Journal of Abnormal and 
Social Psychology:66, pp.206-212.
・文部科学省（2021）ポスト・コロナを見据えた新
たな大学教育と産学連携の推進 . 採用と大学教育
の未来に関する産学協議会2020年度報告書 , 
pp.16.
酒向　治子　・　吉村利佐子
− 76 −
学部体育棟ダンス室／参加者：岡山大学教員
１名，学生３名・岡山県公立高校生徒20名
［３］振り付け完成（図８）
日付：2019年12月９日／場所：岡山大学教育
学部体育棟ダンス室／参加者：岡山大学教員
１名，学生15名
図８　学生が振り付けを創作する様子
　創作した振り付けの特徴としては，教材の学習内
容「３つの防災の心構え」に対応した動きで構成し
ている点が挙げられる（図９）．
図９　学習内容に対応した動き
　「動けるように備える」心構えを身につけるセク
ションBでは，シェイクアウトの３つの動作「まず
低く・頭を守り・動かない」を繰り返す振り付けを
考案した．具体的には，亀をイメージした音「カメ・
カメ・キュッ・効果音」に合わせて「頭を片手で守
る・もう片方の手で頭を守る・しゃがむ・じっとす
る」という動作を当てはめ，地震から命を守る動作
を実践的に身につけることができるよう創作した．
　「確認する」心構えを身につけるセクションCで
は，「ピッ」という歌詞に合わせて周囲を指さす動
きを振り付けとして採用した．身の回りを１箇所ず
つ，指をさして点検する動作をダンスの中で繰り返
すことで，周囲の安全を丁寧に確認する習慣が身に
つくよう意図して創作を行なった．
　「助け合い」の心構えを習得するセクションAで
は，周囲の人と手を繋いで，左右に飛び跳ねる動き
を振り付けた．防災活動において，地域の人々と日
頃から助け合う姿勢が重要であることを学習者に伝
えるべく，実際に手を取り合ってダンスを踊ること
で，周囲の人との繋がりを肌で感じることができる
ようにした．
Ⅲ．まとめ
　本稿では，ダンスを媒介とした＜知識を身体に刻
み込む力＞に着目し，この機能を用いた地域社会の
「防災」に関する課題解決の試みとして始動した「防
災ダンスプロジェクト」における教材の開発に焦点
をあて，整理・分析行った．
　今後の課題としては，防災ダンスによって命を守
る動作（シェイクアウト）が身についたか否かに関
する効果検証と，実践の対象者に合わせた指導法の
開発等が挙げられる．地域社会において本教材が継
続的に実施されるためにも，学術的観点から教材の
有効性を示し，教育現場等をはじめとする様々な
フィールドにおいて実践可能な指導用コンテンツを
併せて，積極的な普及啓発活動を行っていきたい．
注釈
１）酒向（2020）は，ダンスが次世代（Society5.0）
の人材に特に必要とされる能力として「イメージ
力（想像力）；Imaginative」を中核として，「コミュ
ニケーション力；Communicative」・「創造性； 
Creative」・「表現力； Expressive」の４つを挙げ
た上で，実践的ワークを提起している．
２）1962年に心理学者レオン・ジェームズによっ
て提起されたもので，文字や音声の言語シンボル
が連続して提示されると，ある一定のところで意
味がわからなくなる現象をいう．Miller（1963）は，
動作動詞の発音と動作の関連を調べた研究で，動
作なしの条件では意味飽和が早くなることを明ら
かにしている．
３）平成29年度に実施された防災に関する世論調
査では，80％以上の人が被害に遭うことを具体的
にイメージしたことがある自然災害として「地震」
を回答している．一方で，地震に備えて家具や家
電の転倒等を防ぐ対策をしている人は40％で（内
閣府，2017），この数値は平成25年度の世論調査（内
閣府，2013）から変化しておらず，南海トラフ地
震防災対策で設定している65％には達していな
い現状がある（内閣府，2019）．このような国民
の防災意識と実際の行動のギャップは平成20年
版防災白書（内閣府，2008）でも序章「国民の防
災意識を防災行動へ」で大きく取り上げられてお
り，かねてより指摘されてきた背景がある．
４）本稿では，紙幅の都合上教材の開発に関する内
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